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　本技術は、既設の現場打ち側溝の風化したり破損した傷みの激しい側溝上部を、カット（Ｃ）又はハツリにより除

去し、その上にプレキャスト製品のＣＲスラブ２型を載せ、上下を無収縮モルタルで一体化させてリメイク（Ｒ）する

側溝補修の技術である。

　本技術の特徴は、製品に埋め込まれたアジャスターボルトで据付時に微妙な高さ調整が容易に出来ることにあ

る。

　本技術の活用により工期の短縮が出来、周辺への影響も少なくトータルコストの縮減ができる。

　アジャスターボルトによる高さ調整は工法の特許を有するものであり、施工性が格段に向上する。

　製品の構造は製品長２ｍ当たり１．５ｍの開口部があり、清掃等の維持管理がしやすい機能である。又、蓋掛部

の構造から騒音防止機能がある無騒音タイプとなっている。

分　類 工  法 施工機械 材料 製品

（該当欄に○） ○ ○

新技術等の対象条件 　ア　県内に存在する本支店や製造工場により開発されたもの ○

（該当欄に○） 　イ　主として県内産資材を使用し、県内に存在する製造工場により生産されたもの ○

活用効果

項　　　目

機能性 向上 同程度 低下

耐久性 向上 同程度 低下

施工性 向上 同程度 低下

安全性 向上 同程度 低下

施工時の自然環境
への影響

低下 同程度 増加

コスト縮減 向上（　　　％） 同程度 低下（-18.2％）

工　　程 向上（48.0％） 同程度 増加（　　％）

施工実績 発注者名 工事名 工　期 発注者名 工事名 工　期

中部県土整備局
県道木地山倉吉線（河原
町工区）側溝修繕工事 Ｈ２４年９月

中部県土整備局
国道１８１号佐川工区交
通安全歩道改良工事 Ｈ２５年１月

制度名 証明機関

名称及び番号 証明年月日

制度名 証明機関

名称及び番号 証明年月日

特許、実用新案
名称及び
特許番号

取得年月日

ＮＥＴＩＳ登録
名称及び
登録番号

登録年月日

木製型枠の使用量が少ないため、廃材の発生も少ない。

製品２ｍに対し１．５ｍの開口部があり、３枚の蓋が掛けられ
維持管理が容易である。又蓋と本体は騒音防止機能付きであ
る

現場打ち側溝補修

鳥取県米子市安倍２００番地１（平成ビル）

新技術名称 ＣＲスラブ２型

プレキャスト製品であり、強度・耐久性は向上する。

比較の根拠

比較する従来技術

既設側溝の上部撤去時にどちらの工法もコンクリートカッタを
使用するため、安全への配慮が必要である。

新技術等登録申請用紙

活用の効果

開発者等

二次製品のため見た目のコストは上がるが、工期が短縮出来
るためトータルコストは低減出来る。

ME240928-44 平成24年9月28日

その他機関による
証明や評価

国関係機関による
技術審査証明や評
価※２

概　要

adachi@nikkon-co.jp

複雑な型枠組みや、生コンクリートの打設・養生の工程がない
ため施工性は向上する。又アジャスターボルトの採用により、
製品の据付が容易になり施工性が向上する。

ＣＲスラブ２型　特願２０１２－２０５２０１

既設側溝の上部撤去までの工程は同じであるが、アジャス
ターボルトの採用と型枠組み、コンクリート養生がないため工
程が短縮できる。

県内公共工事　　　２　件 県外公共工事　　　　件

施工実績が多い場
合は直近の工事３件
を記載し、その他は
別紙とすること。

様式２



■長　所

・製品の四隅に取り付けられたアジャスターボルトで微妙な高さ調整が容易に行え、工期短縮につながる。

・上部を除去した既設側溝の上部と製品の間に２ｃｍの隙間ができる。ここに無収縮モルタルを注入し、上下を一体化させる。

・既設の現場打ち側溝は水路幅、側壁厚がまちまちである。製品の側壁厚を１００ｍｍ～２００ｍｍの間で調整出来るため左右の壁厚の

　違う場合でも対応が可能である。

・製品２ｍ当り１．５ｍの開口部があり床版を掛けることにより、維持管理が容易に行える。

・コンクリート床版には集水機能を高めるスリットの入ったタイプもある。無騒音タイプである。

■設計時

■施工時

■維持管理時

　施工歩掛 材料単価

資料-1　 パンフレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  資料-6　 試験成績表
資料-2　 施工単価比較表及び代価表　　　　　　　　　　 資料-7　 品質管理報告書
資料-3　 施工量比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　   資料-8　 載荷試験荷重設計計算書
資料-4　 製品図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料-9 　特許出願控（表紙）
資料-5　 施工実績表　　　　　　　　　　　　　                 資料-10  県内企業証明書

□県土木工事標準積算基準書
□その他公的機関が制定した基準
　　（基準名：国土交通省土木工事標準積算基準書）
□協会歩掛（協会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
■カタログ歩掛、　   　　　　　　　　　□無

□掲載あり
　（□建設物価、□積算資料）
■無

特　徴

※２　新技術情報提供システム（NETIS）の場合、事後評価を受けたものが対象となります（登録のみは対象外）。

※　　記入欄が不足する場合は、別紙として添付してください。

残された課題と今後の開発計画

添付資料

従来技術との施工単価の比較

※１　は記入しないでください。

特になし。

■短　所

■適用可能な範囲

■適用できない範囲

留意事項

特になし。

既設の現場打ち側溝は水路幅や水路の壁厚がまちまちであるため事前の調査が必要である。屈折部、曲線部、端尺部、道路横断部へ
の対応は事前に検討する必要がある。

ＣＲスラブ２型の製品厚プラス２ｃｍを目安にカット・ハツリを行う。又、あらかじめ製品にアジャスターボルトをセットし、製品下部より２ｃｍ
突出させてから据付る。この時出来る上下の空隙部へ無収縮モルタルを注入するが、型枠にはパッキンを貼る等して漏れを防ぐ。

既設の現場打ち側溝の水路幅２５０ｍｍ～５００ｍｍに適用。そのピッチは問わない。水路深さは１５０ｍｍ以上。水路壁厚は１００ｍｍ以
上に適用。左右の壁厚の違いには壁厚に合せて適用出来る。

水路幅２５０ｍｍ未満、５００ｍｍを超える場合は型枠がないため現在は適用出来ない。又、既設の現場打ち側溝の全体の老朽化具合
によっては適用できない場合がある。駐車場への乗入れ横断部への適用は可能であるが、Ｔ－２５の道路横断部への適用は出来ない。

適用条件

既設の現場打ち側溝の上部除去をコンクリートカッタやハツリにより行うため騒音や粉塵が発生する。


